
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
か

ね
て
か
ら
市
議
会
に
対
し
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。私

共
は
改
選
後
は
じ
め
て

開
か
れ
ま
し
た
第
２
回
市
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員

各
位
の
ご
推
挙
を
得
て
、
議

長
・
副
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま

す
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
日
々
変
化
す
る
社

会
経
済
情
勢
の
中
、
最
近
で

は
株
価
上
昇
と
円
安
、
ま
た

政
府
の
政
策
効
果
に
よ
り
、

経
済
に
も
大
き
な
動
き
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
こ
の
契

機
に
﹁
地
理
的
特
性
と
歴
史

や
自
然
と
の
調
和
を
生
か
し

た
ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
健
や

か
な
都
市
づ
く
り
﹂
を
行
う

た
め
に
し
っ
か
り
と
し
た
財

政
基
盤
を
確
立
し
諸
施
策
を

確
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
議
会
に
お
い
て

は
、
昨
年
度
は
議
会
改
革
調

査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

議
会
中
継
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
や
議
会
報
告
会
の
実

施
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定

な
ど
改
革
に
向
け
た
提
言
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

市
議
会
を
更
に
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ

れ
ら
の
こ
と
を
積
極
的
に
展

開
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
議
会
の
責

務
を
果
た
せ
る
よ
う
全
議
員

が
一
丸
と
な
っ
て
市
政
の
一

層
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

議
長
・
副
議
長
あ
い
さ
つ

議　長
宇田　榮

副議長
並松　安文
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新たな議員による
　市議会がスタート！

P１
P２
P４

● 正副議長就任あいさつ
● 各議員の抱負
● 常任委員会等の紹介

日置市

議 会
だより

 ウミガメさん元気に生まれてきてね（花田小学校ウミガメの卵の移植）



　

今
回
の
選
挙
に
お
き
ま
し

て
無
投
票
当
選
で
は
あ
り
ま

す
が
、
新
人
で
初
当
選
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
無
投
票
が

注
目
さ
れ
厳
し
い
ご
意
見
等

も
あ
り
ま
し
た
が
、
議
員
と

し
て
し
っ
か
り
働
き
皆
様
に

評
価
し
て
頂
け
る
よ
う
、
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

情
熱
・
愛
情
を
も
っ
て
行

動
し
、
皆
様
の
悩
み
を
自
分

の
事
と
し
て
共
に
考
え
、
解

決
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

１
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

２
教
育
環
境
の
充
実

３
農
林
水
産
、
商
工
業
の
振

興
と
観
光
の
発
展
に
努
め
ま

す
。

い
よ
い
よ
２
期
目
を
迎
え
、

総
務
企
画
常
任
委
員
会
の
副

委
員
長
を
拝
命
し
、
新
た
な

心
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
者
の
視
点
・
女
性
の

視
点
を
基
本
に
市
民
相
談
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
﹁
市

民
の
一
番
近
く
で
動
く
・
働

く
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
私
に

寄
せ
ら
れ
た
声
を
ま
っ
す
ぐ

市
政
に
届
け
、
実
現
の
た
め

ね
ば
り
強
く
頑
張
り
ま
す
。

平
和
を
守
り
、
市
民
の
命

と
暮
ら
し
の
守
り
手
と
し
て

ス
ジ
を
通
し
、
市
政
を
厳
し

く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
生

か
し
ま
す
。

・
議
会
改
革
の
推
進

市
民
の
信
頼
に
こ
た
え
ら

れ
る
体
制
整
備
を
喫
緊
の
課

題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

・
今
何
が
一
番
必
要
か
、

重
要
か
の
視
点
で
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
検
証
と
、
健
全
財

政
運
営
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

り
な
が
ら
、
提
言
、
実
現
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
﹁
元
気
・
希
望
の
あ
る
故

郷
に
﹂
を
公
約
に
掲
げ
取
り

組
み
ま
す
。

地
場
産
業
の
育
成
を
図
り

雇
用
創
出
・
拡
大
に
努
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
着

手
し
、
市
民
生
活
の
安
定
、

利
便
性
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
の
声
を
大
切
に
、
粉

骨
砕
身
頑
張
り
ま
す
。

地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る

経
済
の
活
性
化
、
福
祉
の
充

実
、
そ
し
て
議
会
改
革
の
徹

底
を
目
指
し
ま
す
。

35
才
の
若
さ
と
２
期
８
年

の
経
験
を
生
か
し
て
、
少
子

高
齢
化
や
過
疎
化
に
負
け
な

い
街
、
将
来
に
希
望
の
持
て

る
日
置
市
づ
く
り
に
全
力
を

注
い
で
参
り
ま
す
。

①
交
流
人
口
を
増
や
し
、

経
済
効
果
を
高
め
る
観
光
の

推
進
。

②
企
業
誘
致
や
60
万
都
市

鹿
児
島
市
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
近
郊
農
業
の
推
進
で
商

工
業
・
農
林
水
産
業
の
振
興
。

③
こ
れ
か
ら
子
ど
も
を
産

み
育
て
高
齢
者
を
支
え
る
若

者
の
定
住
促
進
の
拡
充
。

　
﹁
強
く
大
き
な
声
は
聞
こ

え
易
い
が
、
地
域
社
会
の
片

隅
に
い
る
弱
者
の
た
め
息
は

聞
き
取
り
に
く
い
。﹂

　

そ
う
し
た
住
民
の
心
と
不

安
を
把
握
し
て
行
政
に
強
く

訴
え
、
格
差
の
な
い
公
正
・

公
平
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
頑
張
り
ま
す
。

市
民
が
住
む
こ
と
そ
の
も

の
が
誇
り
と
思
え
る
﹁
暮
ら

し
づ
く
り
﹂
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
、
そ
れ
が
﹁
ま
ち
づ
く

り
﹂
に
込
め
ら
れ
た
私
の
思

い
で
す
。

二
つ
の
柱
﹁
情
報
共
有
﹂

と
﹁
住
民
参
加
﹂
を
基
本
に

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

各議員の抱負
～新たな２２人の議員の抱負を紹介します～
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中
なかむら

村　尉
じょう

司
じ

上
うえぞの

園　哲
てっせい

生

黒
くろ

田
だ

　澄
すみ

子
こ

山
やまぐち

口　初
はつ

美
み

留
とめもり

盛　浩
こういちろう

一郎

下
しも

御
ご

領
りょう

　昭
あきひろ

博

出
で

水
みず

　賢
け ん た ろ う

太郎

畠
はたなか

中　弘
ひろ

紀
き

門
かどまつ

松　慶
よしかず

一

橋
はしぐち

口　正
まさ

人
と



少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

社
会
、
長
引
く
景
気
の
低
迷

等
、
日
置
市
の
課
題
は
多
い
。

一
方
、
議
会
制
民
主
主
義

の
中
で
の
議
会
の
役
割
は

年
々
大
き
い
。

課
題
を
解
決
し
市
民
に
よ

り
開
か
れ
た
市
議
会
を
議
員

全
員
で
取
り
組
み
た
い
。

地
域
間
格
差
の
な
い
、
安

心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
が
健
康
で
や
さ
し
さ

と
活
気
あ
る
生
活
が
送
れ
る

よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
今
回
も
、
皆
様
と
の

対
話
を
大
切
に
し
、
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
に
な
る
よ
う
に

努
力
し
ま
す
。

執
行
当
局
と
１
歩
離
れ
て

２
歩
離
れ
ず
の
基
本
原
則
に

基
づ
き
、
山
積
す
る
多
く
の

課
題
に
徹
底
し
た
議
論
を
尽

く
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
議
員
定
数
の
削
減

を
は
じ
め
、
議
会
中
継
の
ネ

ッ
ト
配
信
や
議
会
報
告
会
の

開
催
な
ど
議
会
改
革
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

均
衡
あ
る
発
展
と
元
気
な

日
置
市
を
つ
く
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
快
適
で
便
利

な
日
置
市
へ
作
り
変
え
ま
す
。

市
民
の
側
に
立
っ
た
持
続

可
能
な
自
治
改
革
の
推
進
。

地
域
を
ま
わ
り
、
地
域
の

声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
市

民
と
共
に
市
を
活
性
化
発
展

さ
せ
る
為
努
力
し
ま
す
。

市
民
本
意
の
視
点
を
持
ち

総
合
計
画
の
地
域
重
点
事
業

を
検
証
し
、
山
積
す
る
地
域

振
興
、
災
害
に
強
い
防
災
・

環
境
対
策
、
行
財
政
改
革
、

島
津
三
代
の
大
河
ド
ラ
マ
化

等
の
観
光
振
興
に
取
り
組
み
、

女
性
の
優
し
さ
と
粘
り
強
さ

の
現
場
第
一
主
義
で
皆
様
の

声
を
形
に
活
動
し
ま
す
。

日
置
市
の
未
来
と
地
元
の

発
展
を
願
う
一
途
な
思
い
で

ふ
る
さ
と
の
小
さ
な
声
を
、

行
政
に
届
け
る
為
、
信
頼
と

責
任
あ
る
地
域
づ
く
り
の
為

に
、﹁
勇
気
・
元
気
・
や
る
気
﹂

で
皆
様
と
一
緒
に
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
頑
張

り
ま
す
。

　
﹁
率
先
垂
範
﹂
を
持
っ
て
。

旧
町
議
会
議
員
を
含
め
る

と
４
期
目
と
な
り
ま
す
。

課
題
の
山
積
す
る
地
方
自

治
体
の
運
営
を
ど
う
す
る
の

か
、
議
会
責
任
も
益
々
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
課
題
に
対
し

て
も
﹁
誠
心
誠
意
﹂
取
り
組

み
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

市
民
が
ワ
ク
ワ
ク
躍
動
す

る
振
興
策
を

・
豊
か
な
資
源
を
生
か
し
、

未
来
に
夢
を
持
て
る
町
づ
く

り
に
向
け
て
活
動
し
ま
す
。

・
皆
さ
ん
の
声
を
政
策
と
し

て
提
言
し
、
若
者
が
住
み
や

す
い
環
境
づ
く
り
と
高
齢
者

も
安
心
し
て
住
め
る
日
置
市

を
目
指
し
ま
す
。

《
目
指
す
日
置
市
像
》

〇
市
内
の
均
衡
あ
る
発
展

　

南
部
の
活
性
化
策
が
必
要

〇
心
豊
か
な
青
少
年
の
育
成

　

誇
り
に
思
う
郷
土
づ
く
り

〇
お
年
寄
り
に
安
心
安
全
を

　

健
康
で
生
涯
現
役
の
環
境

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
て
更
な
る
努
力
を
い
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
少
で
地
域
存
続
の

危
機
、
国
・
自
治
体
の
財
政

は
後
繰
り
運
営
。

ふ
る
さ
と
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
行
政
の
政

策
が
市
民
に
有
効
で
、
効
率

的
な
の
か
議
論
・
監
視
し
、

議
員
報
酬
も
税
金
で
あ
り
、

自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
行
動

い
た
し
ま
す
。

日
置
市
の
行
財
政
の
効
率

化
を
高
め
な
が
ら
、
各
地
域

の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か

し
、
均
衡
の
と
れ
た
発
展
を

目
指
し
ま
す
。

ま
た
各
地
域
の
産
業
の
活

性
化
に
よ
り
、
元
気
の
あ
る

地
域
づ
く
り
や
若
者
が
定
住

で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

私
は
、
今
回
の
選
挙
後
の

初
議
会
に
お
い
て
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
日
置
市
が
抱
え
る

諸
問
題
や
、
前
任
期
中
に
議

会
が
自
ら
取
り
組
ん
だ
議
会

改
革
の
実
行
な
ど
、
市
民
の

視
線
が
注
が
れ
る
今
日
、
議

員
一
丸
と
な
っ
て
行
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。 
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坂
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松　安
やすふみ

文
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人
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田
た
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二
じ

長
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田
た
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木
き

　千
ち

鶴
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大
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園　貴
たかふみ

文

中
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わたる

松
まつ

尾
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裕

宇
う だ
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さかえ



新
し
く
22
人
の
議
員
も
決

ま
り
、
広
報
委
員
も
新
し
い

６
人
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

４
町
で
合
併
し
て
、
早
い

も
の
で
９
年
目
を
迎
え
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
議
会
の
内
容
、

報
告
を
分
か
り
や
す
く
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
で
き

る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
下
御
領
）

　
《
発
行
責
任
》

議　
　

長　

宇
田　
　

榮

　
《
編
集
責
任
》

　

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

下
御
領
昭
博

副
委
員
長　

黒
田　

澄
子

委　
　

員　

池
満　
　

渉

〃　
　

 

坂
口　

洋
之

〃　
　

 

留
盛
浩
一
郎

〃　
　

 

中
村　

尉
司

名　　　　　　称 議会選出 業　務　内　容

監 査 委 員 漆島　政人
行政の事務が適正で、効率的に執行されているかを
チェックする。

農 業 委 員 成田　浩
南　　義孝

農地の売買・貸し借りの許可や農地転用、遊休農地対
策等農地に関する業務などに農業委員会の意思決定に
参画する。

いちき串木野市・日置市
衛 生 処 理 組 合 議 会 議 員

宇田　榮
松尾　公裕
田畑　純二
出水　賢太郎

東市来・日吉地域のし尿等の汲み取り、処理施設の経営、
ならびに火葬場の管理運営に参画する。

南 薩 地 区 衛 生 管 理 組 合
議 会 議 員

宇田　榮
出水　賢太郎

伊集院・吹上地域のし尿等の汲み取り、処理施設の経営、
ならびに火葬場の管理運営に参画する。

委員会名 主な所管事項 委　　員

総 務 企 画
常任委員会

市全体の計画や観光、税金、財産、
地域づくりなどに関すること。

◎中島　昭、〇黒田　澄子
田畑　純二、漆島　政人、花木　千鶴、
下御領　昭博、橋口　正人、畠中　弘紀

文 教 厚 生
常任委員会

市民生活や児童・高齢者、障がい者
福祉、医療、小・中学校教育、社
会教育などに関すること。

◎出水　賢太郎、〇上園　哲生
松尾　公裕、長野　瑳や子、池満　渉、
門松　慶一、中村　尉司

産 業 建 設
常任委員会

経済、農林水産業、農地、道路、
公園、上下水道などまちづくりに
関すること。

◎大園　貴文、〇坂口　洋之
宇田　榮、成田　浩、並松　安文、
山口　初美、留盛　浩一郎

議 会 運 営
委 員 会

議会を円滑・能率的に進行させる役
割を担い、議長の諮問事項や議案、
請願・陳情などの取り扱いに関す
ること。

◎門松　慶一、〇成田　浩
中島　昭、漆島　政人、大園　貴文、
並松　安文、出水　賢太郎

広 報 編 集
委 員 会

日置市議会だよりの編集発行に関
すること。

◎下御領　昭博、〇黒田　澄子
池満　渉、坂口　洋之、留盛　浩一郎、中村　尉司

各委員会の役割と名簿 ◎委員長　○副委員長

行政委員会・事務組合

ひおき市議会だより   H 25.6 4
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